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第１７回「指定定期検査機関の日」 

開 催 さ れ る 
 

 第１７回「指定定期検査機関の日」が、３月６日（月）午後２時３０分より、三条市横

町２丁目「餞心亭・おゝ乃」において、協会役員並びに計量士部会会員、定期検査・代検

査に従事した計量士、検査補助員、受付補助員の２９名の出席で開催されました。 

『使命感こそ 未来への鍵』『正しい計量 合格証は お店の信用』のほか『いつも新鮮 

合言葉は「使命感」』の垂れ幕を掲げ４年ぶりに開会されました。 

はじめに大平会長より挨拶【別記掲載】がなされ、議長に副会長で「指定定期検査機関

の日」実行委員長の島田茂和氏が選出され、議題の審議に入り、事務局の早川技師から「令

和４年度特定計量器定期検査実施報告」ならびに「令和５年度特定計量器定期検査実施計

画」について配布資料に基づいて説明が行われ、定期検査の様子を載せた資料の写真を見

ながら改善点などの説明がなされました。 

続いて、事務局の金井検査課長から意見交換の内容について説明が行われ、「定期検査及

び代検査実施現場の問題点と改善点」として５名の計量士からあげられた問題点について

意見交換が行われ、改善点など計量士からは様々な意見が出されました。 

その後、大平会長より講評をいただき大変有意義な会議となりました。 

  

≪第１７回指定定期検査機関の日≫ 

【議  事】 

１ 令和４年度特定計量器定期検査実施報告 

２ 令和５年度特定計量器定期検査実施計画 

【意見交換】 

・定期検査及び代検査実施現場の問題点と改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１７回指定定期検査機関の日】 
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参加者全員で「指定定期検査機関推進宣言」を唱和した後、宮田副会長から閉会の挨拶

が述べられ、全日程を終了しました。 

                      

                     

 

 

 

 

 

 

【指定定期検査機関推進宣言】 

 

【別記掲載】 

〔会長挨拶〕 

 最初に、この３年間は指定定期検査機関の日が開催できなかったのですが、その間も指

定定期検査機関として新潟県並びに新潟市、長岡市、上越市の検査を担っていただきまし

た計量士の方々、コロナという大変厳しい状況の中で対応していただきまして誠にありが

とうございました。敬意を払うとともに感謝申し上げたいと思います。 

 ３月初めにもかかわらず暖かく穏やかな天候にも恵まれました。コロナウイルスの感染

も徐々に落着きが見られ終息に向かっているように感じております。お蔭様で４年ぶりに 

このような対面での指定定期検査機関の日を開催することができました。本日は定期検査

に従事されております計量士の皆様、検査のお手伝いをしていただいておりますお二人、

そして計量協会の役員の皆様、顧問の金井様と多くの皆様にご参加をいただき誠にありが

とうございます。 

 さて、指定定期検査機関の日の開催は４年ぶりとなりますが、第１回から数えて１７回

と長い歴史を刻んでまいりました。スタート当初の会議では検査予定台数や日数、定期検

査における疑問や問題点などが議題になり、その解決方法について意見や情報の交換を行

う場となっておりました。指定定期検査機関として初めて新潟県計量検定所に代わって集

合検査を新潟市に代わって巡回検査を行うわけですから当然戸惑うことは多かったと思い

ます。 

 本日、ご出席の矢部様をはじめ、多くの検定所ＯＢの方のご指導をいただきながら毎年

改善を行ってきたと記憶しております。今では当たり前になっております会場案内のたて

看板などもその一例だったと思います。会を重ねるに連れ、大きな問題はほぼ解消された

為意見や情報の交換は行われなくなりましたが、さる２月２日に開催されました実行委員

会において意見や情報の交換の場をもった方がいいのではないか、との意見が提示されま

した。指定定期検査機関に従事される計量士の方々も世代交代が進んでることを考えます

と意見交換の場が必要との結論に至り、本日の会議の次第となりました。大いに意見を出

し合い情報を交換していただき、充実した一日となることをお願いし、開会の挨拶といた

します。 
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